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論文審査要旨（600～700字程度） 
 
本論文は、バイオマス由来バイオオイルの水蒸気改質において、新規な高活性と高耐久性の触媒を設計
したものである。まず、様々なモデル化合物を用いて水蒸気改質反応におけるバイオオイル中の化合物の
反応性を解明した。その結果を踏まえ、最も反応性の低いとコーク生成しやすいバイオオイル成分である
酢酸をモデル化合物として次の触媒設計に用いることを決定した。そして、触媒の失活原因の一つである
コークの生成を抑制するため、従来の担持金属触媒NiRu/Al2O3へのセリアの添加効果を検討し、セリアの
添加により、触媒のコークの抑制及び除去能力が向上し、その促進効果とCe3＋との関連性を解明した。次
に、触媒の失活原因のもう一つである活性金属ニッケルのシンタリングを防止するため、新規なコア－シ
ェル触媒を開発した。酢酸の水蒸気改質において、シェルが触媒の活性に大きな影響を与え、アルミナが
最適なシェルであることが明らかになった。また、小さいニッケルコアを持つNi@Al2O3触媒は優れた活性
と耐久性を示した。さらに、Ni@Al2O3へのセリアの添加効果を検討し、セリアをニッケルコアの表面に添
加することより、より促進効果が高くなることが示唆され、開発したNi＠Al2O3 CeO2触媒は従来の担持触
媒よりも優れた活性と耐久性を示した。これらの知見は他の高い耐久性が必要とする触媒の設計に大きく
寄与するものである。 
 
 
 以上のように，本論文では，多くの新しい知見があり、論文の内容は Appl. Catal. B（１編）、Int. J. 
Hydrogen Energy（２編）およびEnergy & Fuels（１編）に既に掲載され、高い評価が得られている。そこ
で、論文の内容、構成および公表論文数などから、本学位論文審査委員会は、全員一致して、本論文が博
士(工学)の学位論文として十分な価値が有するものと認定し、合格と判定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【審査経過】 
 
平成29年12月11日 平成30年3月博士後期課程修了に係る学位申請 
 平成30年1月10日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 
 平成30年2月6日 学位論文発表会 
 平成30年2月9日 グループ会議で論文合格及び最終試験合格を承認 
 平成  年 月 日 学位授与認定・修了認定（教授会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
